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6-1 現在の駅⻄⼝周辺地区における土地利用の状況

第六章

⚫ 駅正面は商業・飲食施設が多く,多くの人が行き交っているが，人が滞留でき
る空間が少ない。

⚫ 駅北側は駐車場が広く分布しており，賑わいに繋がる機能が少ない。

⚫ 駅南側は市街地再開発事業の推進などにより,住宅・宿泊施設が多い。

土地利用の方針

図6.1 土地利用の現況
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6-2 駅⻄⼝周辺地区の⽬指す将来の土地利用の方向性

ＪＲ宇都宮駅⻄⼝周辺地区整備基本構想（H25.3）における位置づけ

暮らし・くつろぎゾーン

➢ 賑わい・交流ゾーンの機能を支援・強化
➢ 生活利便性の向上を図るエリア

⚫ 人々が生活・滞留し，憩いへとつながる空間づく
り

⚫ 宿泊機能や居住機能などの都市機能の導入

賑わい・交流ゾーン

➢ 交通・おもてなしゾーンに集まる人を引き込む
エリア

➢ 広域的な交通・交流拠点としての賑わい空間

⚫ 商業・業務・宿泊・広場など賑わいや交流に関す
る機能などを導入し，複合的な土地利用を図る

交通・おもてなしゾーン

➢ 来訪者を迎える玄関口となるエリア
➢ 交通結節点としての機能強化，安全・快適な空

間づくり

⚫ 田川や都心部へとつなげる開放的な空間づくり
⚫ 東口や都心部との連携強化につながる機能導入

活力創出ゾーン

➢ 賑わい・交流ゾーンに隣接するエリアとして，
広域的な交通・交流拠点にふさわしい高次な
都市機能の集積

⚫ 低未利用地などの有効活用を図り，賑わい機能
や業務機能，文化・交流機能などの導入を図る

①駅東⻄の役割

②⻄⼝周辺地区の土地利用構想（ゾーニング）

図6.2 駅東西の役割
出典：ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備基本構想

図6.3 ゾーニングイメージ




